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: 目      的

豚の肥育試験では, 1区が単飼であるよりも群飼の場合

の方が非常に多い。また,試験期間も30切から
'0均
までと

いうように一定にしておくのが普通である。試験終了体重

を決めておけば,群飼においては,終了体重に到達したも

のから順に, と殺解体することになるので,発育の遅い豚

は最後には 1頭だけになってしまう。つまり,こ の豚だけ

は群飼 と単飼の 2つの飼養条件のもとにおかれることにな

る。同条件の他区との比較なら問題はないが,同 区内での

同居豚同志の比較 とか,合計の成績等では,以 上のような

飼養条件の相違から問題が残る。

群飼における複数の豚のうち 1頭 だけが最後にとり残さ

れ単飼になると発育が急に遅くなるように感じられること

がしばしばおこる。実際に遅くなるのか,遅 くなるとすれ

ばどの程度なのか等について知ろうとするのが,こ の試験

の目的である。

この単飼の期間 …… a日

その増体重 ………… W協

発育の早い方の豚が90りになるまでの上記mり増体に要

する期間を …… b日

とし, aと bを比較する。

2 3頭群飼で対照区を設けた場合

図 2は , 1区 3頭 の発育線を示す。対照区は従来の方法

で,発育の早い方の豚 2頭は
'0協
到達時にと殺されるので,

発育の最も遅い豚は,その時点から単飼 となる。この単飼

の期間を a日 とし,その増体重をWり とする。

試験区では,発育の最も遅い豚が
'0り
になるまで同居豚

を, と殺せずに同居させておき,上記Wり増体に要する日

数をb日 とする。そして aと bを比較する。

_発 育の最も早い豚
o一 御 早い(2番目)豚

一
発育の最も遅い′家

図 2 対照区を設けた場合の発育線
(1区 3頭 の群飼 )

3 結      果

1 2頭 群飼の後代検定の場合

調査例数は34組である。 1頭になつた時点の平均体重は

849″である。つまり, 90"ま でには,あ と51た,の増体

を必要とする。その他, a, b等の平均日数は図 3-1の

とおりである。この 51″増体に要する平均日数は,a(発

育の遅い方 )-75日 ,b(発 育の早い方 )-5,日 ,そ の

差 (d)-16日 で,5%の 危険率で有意である。

1頭 に残される前の 51″増体 (平均で798～ 849均 )

に要する日数を比較すると,図 3-2の とおりである。

2 3頭群飼で対照区を設けた場合

試験区と対照区 7組について,両区の最も発育の遅いも

礎

体
90

2  ラリ

2頭群飼の後代検定成績を用いて,同居豚同志の比較調

査と, 1区 3頭群飼で対照区を用いた試験との2通 りの方

法をとつた。

1 2頭群飼の後代検定の場合

発育の早い方の豚が90りになり,と 殺されると発育の遅

い方の豚は1頭飼い(単飼 )と なる。図 1で ,

0-一-0発育の早い方の豚
_発 育の遅い方の豚

図
' 2頭
群飼 (後代検定の場合 )の発育線

対照区
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n    w    a     b    d x
34    5 1kg   7 5日  5 9日   1 0日

TO-316業     対応あるデータとして
E(d)=157     鯉
vに卜 842

図 3-1 1頭 になってからの比較

Wkg

表 2 45協増体の所要日数

M
W
(855～ 90) 対照区 試験区

d

1 45 81 -42

2 45 110 74 36

3 45 42

4 45 73

5 45 51 -02

6 45 75 56 19

7 45 75 44 31

平  均 45 70 16

D(d)-163  V(d)-8 66  To-146

の同志を比較すると,対照区で発育の最も違い豚が 1頭 に

なつた時点から,0協になるまでの増体重 (W)と その所要

日数は表 1の とおりである。 7組のWの平均値は45ん,で

おる。各組共,Wを 45り に統一し,そ の所要日数を比例

換算すると,表 2の ようである。

4   考

1 豚の群飼で,発育の最も遅い豚が,途中から単飼に

されると,発育速度は一層おくれる。

2 2頭群飼の場合, 1頭になる前 (2頭群飼 )は , 2

頭の発育速度に,有意な差は認められないが, 1頭 になつ

てからは,そ の差は有意である。一方,体重が,0″ になる

までの 7日 間の飼料採食量は,発育の早い方の豚が268″

/日 ,発育の遅い方の豚は2631a/日 で,両者はほとんど同

じである。このことから,単飼になつてからの発育速度の

おくれは,採食量に起因するものではないと思われる。

3 1豚房内で発育の遅い豚が 1頭 になると発育速度は

急におちるが, 1豚舎内で,最後に1頭だけ残される(隣

接豚房等, どこにも他の豚がいない場合 )と ,発育速度の

おくれは,一層ひどいようである。

4 1豚房内で,発育が遅く,途中で単飼 (後代検定 ,

群飼の1巴育試験等)に される豚。

最初から単飼であつても(直接検定 ),豚舎内で最後に

1頭だけになつた豚。

これらの豚の発育成績の取 り扱いについて,修正の必要

はないか。群飼の肥育試験の場合は,こ の1頭については

全体の成績から除外する方がよいのではないか,等の疑間

が生ずる。
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n    w     a     b
34   51kg 7 3日   62日

To-092
E(d)=053
V(d)=1124

d

1 lH

図 3-2 1頭 になる前の比較

表 l W″増体の所要日数

発 育 日 数

M
W
(～ 90ん夕)

対照 区 試験区 d

1 72 -37

2 90

3

4 27 60 42

5 80 83 -03

6 80 60

7 57 33

平 均 85 70


